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高宮来原小学校で、
� 地域の方と一緒に、「むかし遊び」をしました。

地域まるごと福祉教育推進事業

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。
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社会福祉協議会 会費報告
　10 月１日より実施させていただきました、社協会費の募集につきましては、各地区の福祉委

員さんをはじめ、市民の皆さまから温かいご理解と多大なご協力を賜ることができ、心より厚く

（平成22年２月末現在）

吉　田 1,445,300 円

八千代 599,000 円

美土里 485,500 円

高　宮 644,000 円

甲　田 797,000 円

向　原 712,100 円

合　計 4,682,900 円総額　4,682,900円

お礼申しあげます。

　この度、お寄せいただきました会費は、安芸高田市全世帯の約 83％の

納入率となっております。皆さまの会費は社協の最も重要な自主財源で

あり、地域の福祉を支える大切な役割を果たしておりますので、今後と

もご理解、ご賛同をよろしくお願いいたします。

　皆さまからお寄せいただきました社協会費は、ボランティア活動事業・

ふれあいサロン事業・青少年育成事業・広報誌作成等に活用させていた

だきます。

赤い羽根の共同募金に
ご協力ありがとうございました
　市民の皆さまにお願いしておりました赤い羽根共同募金に、多くの方々にご協力いただき誠に

ありがとうございました。厚くお礼申しあげます。

　なお、この募金は高齢者をはじめ、障がい児（者）福祉活動、福祉教育推進事業等へ有効に活

用させていただきます。

戸別募金 法人募金 職域募金 街頭・イベント募金 その他募金 計
吉　田 1,454,400円 110,000 円 51,000 円 34,157 円 12,104 円 1,661,661円
八千代 599,000 円 14,000 円 42,000 円 19,023 円 8,314 円 682,337 円
美土里 485,500 円 79,000 円 26,500 円 67,715 円 1,000 円 659,715 円
高　宮 638,500 円 43,000 円 51,000 円 33,721 円 41,475 円 807,696 円
甲　田 805,800 円 90,000 円 145,000 円 51,805 円 45,690 円 1,138,295円
向　原 716,500 円 47,000 円 63,000 円 0円 2,996 円 829,496 円
合　計 4,699,700円 383,000 円 378,500 円 206,421 円 111,579 円 5,779,200円

赤い羽根の水
150 円／本

赤い羽根のリストバンド
1,300 円／個

カープコラボＴシャツ
2,000 円／枚

販　売　数 2,640 本 411 個 37枚
販　売　額 396,000 円 534,300 円 74,000 円
うち募金額 184,800 円 205,500 円 29,600 円

寄附金付商品

平成21年度  安芸高田市

総額　6,199,100円
（平成22年２月末現在）

（商品を購入していただくと、その売り上げの一部が共同募金として寄附されます。）
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　２月27日（土）、クリスタルアージョにおいてボランティア講

演会を開催し、151名の参加がありました。

　元社協職員である薬真寺満里子さんから、安芸高田市の高齢化

状況に始まり、地域での活動事例や、近隣地域との連携活動のお

話、身近なものとして聞くことができました。『「学ぼう」「伝え

よう」「つながろう」を心に留めて、今後の活動に活かしたい』『自

分には何ができるか…出来ることから始めよう』と参加者の声に、

ボランティアの原点を確認することとなりました。�（地域福祉課）

熱心に聴講中!!

講師の薬真寺満里子さん

お互いの「ほっとけん」気持ちが人をつなぐ
～安芸高田市ボランティア連絡協議会～

　『地域まるごと福祉教育活動で生産したもち

米をどうしようか？』

　定例会で協議し、お正月も近いので「ふれあ

いの家たんぽぽ」にプレゼントしょうと決まり

ました。しかし、『たんぽぽでは道具が無いの

でお餅がつけない。ここにきてついてもらえな

いだろうか？』ということで、12月18日朝９

時から「たんぽぽ」で、杵と機械で１斗くらい

つきました。初めての体験で、通所者の方も大

喜び！

　家族の方も大喜びで、豚汁を作ったり出来立

てのお餅に「きな粉」や「あんこ」をつける人

…みんなでおいしくいただき、お正月のお餅も

たくさんできました。

　後日、通所者のみなさんから『また来年も来

て欲しいな～』とのお願いがでました。「やろ

う会」もまだまだ頑張りますよ！

� （やろう会　会長　立川義秋）

ふれあいの家たんぽぽでお餅つき
～美土里町やろう会～

キメの細かい、ええもちじゃね

はあ、そろそろええかの？

安芸高田市の活動掲示板
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今回は一番若いほほえみさん熊高拡美さんの活動紹介です。

　子どもがいる私でも、何かお手伝いできる事があれば!!と思い、ほほえみさんに登録しています。

　今は、月に１度、利用者西田初枝さんの薬の受け取りのお手伝いをしています。

　小さな子どもがいるので、お手伝いできることは限られます。薬の受け取りのお仕事なら、私

にもできますし、毎月西田さんとお会いできて色々とお話することは楽しく、元気なお顔を拝見

できることは大変嬉しく思います。� （熊高　拡美）

楽しい食事会と意見交換会
～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業～

　今年度３回目となる「安芸高田市家族介護者リフレッシュ

事業（第３回）」を２月15日から２月26日の間で行いました。

今回は市内各町ごとの介護者に分かれて、総勢57名の介護

者が、たかみや湯の森でリフレッシュされました。午前は入

浴や介護の状況など情報交換を行い、午後は軽いストレッチ

体操や福笑い、歌カルタ、ビンゴゲームなどで盛り上がり、

ほっと一息されました。� （在宅福祉課）

ほほえみネット
～世話人・利用者の紹介～

晴

共

今度はいつごろになるかねぇ～ 寒かったじゃろ。ありがとう。

つぎはどれかな？ 筋がのびて気持ちいい!!

こんなんができました
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　２月６日（土）、クリスタルアージョにおいてファミサポ交流

会を開催しました。

　手あそびに「ぐりとぐら」の人形劇、紙皿UFO作りは、思い思

いに折り紙を切って貼ったり、絵を描いたりして個性豊かなUFO

ができ、最後に飛ばして遊びました。

　意見交換では、利用状況や認識度の

確認をし、事業のあり方について、い

ろいろと話し合うことができました。

【参加者：23名】� （地域福祉課）

みんな笑顔でリフレッシュ
～第２回安芸高田交流キャンプ～

　１月23日（土）、向原若者センターにおいて障がいのある子ど

もたち13名とその家族がボランティアさんの協力のもと、第２

回安芸高田交流キャンプを開催しました。

　ボランティアさんと子どもがペアになり、チームに分かれて魚

釣りゲームや玉ころがしなどのミニ運動会を行い、子どもたちは

楽しく元気に過ごすことができました。

　保護者も子どもたちと離れ、講演会や意見交換会を行いリフ

レッシュすることができました。【参加者：67名】

� （地域福祉課）

ファミサポ交流会
～ファミリー・サポート・センター事業～

喜

楽

皆さん真剣です

ＵＦＯ作りに集中!!

スキップも軽やかに

つれたよ～

うまく飛ぶかな～？

ぐりとぐらの人形劇

笑顔で手遊び（^-^）

おいしいね
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福祉教育のススメ
高齢者疑似体験と福祉についての出前講座～甲田中学校と向原中学校の取り組み～

　福祉体験は大変だった。でも、高齢者の方はそれ

が毎日だから不自由で手助けしたいと思った。「福祉」

はみんなが幸せになることと言われたけど、みんな

が幸せに生きていれば、不自由は関係ないですよね。

甲田中学校生徒の感想

　２月18日（木）、来原小学校の１学年・２学年・４学年の生徒（35人）が、来原地域の皆さん（10

人）と一緒に昔の遊びをして楽しい時間を過ごしました。

　遊びは、竹馬・竹ぽっくり・お手玉・あやとり・コマまわし・けん玉など。その中でも地域の

皆さんが手作りされた、竹馬・竹ぽっくり・お手玉は、コツを教えてもらいながら、何度も挑戦

していました。来原小学校区での地域まるごと福祉教育は、地域の高齢者とのふれあいを大切に

しながら、今後も活動を続けていきます。� （市社協高宮支所）

昔の遊びで高齢者とふれあいを。。
～来原小学校の取り組み～

２月12日（金）

甲田中学校２年生

　印象に残ったのは、相手を尊重し、一人一人を大

切にする心を持ち、考え方、生き方を尊重するとい

うところです。相手を尊重し、一人一人を大切にす

るということは素晴らしいと思いました。

向原中学校生徒の感想

２月22日（月）

向原中学校１年生

発表中！

装着に苦戦

歩き

づらいね

講義中！

ほら、できたよコマ回しは難しいね
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こんにちは（*^^*）下根基幹センターサロンです

楽しく集う笑話サロン

「下根基幹センターサロン」は八千代町の下根基幹センターで開いています。

詳しいことは　市社協八千代支所　電話 52-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

　今回は津軽三味線の演奏を観て聞い

て、そして伴奏で歌ったりと演奏時間も

あっという間に過ぎてしまいました。

　拍手喝采で本当に心に響く演奏でし

た。

　三味線を持たせてもらうと『思ってた

より重いんじゃね～。体力が要りますね

～。』と皆で感心しました。

　それから世話人による「手品」もたく

さんの拍手をいただきました。その後、

演奏者の方と会員さんと一緒にビンゴ

ゲームなどで楽しいふれあいの時間を過

ごしました。

� （下根基幹センターサロン世話人）

「笑話サロン」は吉田町の宮之城集会所で開いています。

詳しいことは　市社協吉田支所　電話 �2-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

　２月12日（金）、参加者７名が集まり笑話サロンを開催しました。健康体操をした後、手芸の

得意な世話人さんの指導のもと、和気あいあいと干支の寅「ヒモドラ」を作りました。目の間隔

や口の形によってひょうきんな表情になり、作る人の心を和ませました。作品完成後は、みんな

でコーヒーを飲みながら楽しくおしゃべりしました。

　笑話サロンは少人数ですが、月１回集まって体操や手芸をしたり、おしゃべりするのをみなさ

ん楽しみにされておられます。� （市社協吉田支所）

三味線談議に

大盛り上がり

軽快な音色に

しばし聞き

入りました

時間も忘れて熱中するね～ ここはこうやって

できあがり♪
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原田ふれあいミニサロン「サンシャイン」です

寒い日も二
にしん

神ふれあいサロンに行けば…心も体も温かくなる

「サンシャイン」は高宮町の日南側集会所で開いています。

詳しいことは　市社協高宮支所　電話 57-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

　町内のふれあいサロンの様子を聞き、面白そうなのでやってみようと思ったのが５年前。集ま

れば何気ない話が、次から次へと続き笑い声がはじけます。

　「サンシャイン」という名前もみんなで明るいサロンにしようという思いからつけました。サ

ロンの内容は、おしゃべり・料理教室・ゲーム・健康体操・保健師さんのお話し・旧友を訪ねる等、

みんなで相談しながら楽しく無理をしないことをモットーに続けています。

� （原田ふれあいミニサロン「サンシャイン」世話人）

「二神ふれあいサロン」は美土里町の二神老人集会所で開いています。

詳しいことは　市社協美土里支所　電話 59-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

　二神サロンは、毎月１回「どんどんグラウンド」

でグラウンドゴルフをしていますが、１月は寒い

ので室内のゲームを社協から借りてきて、今回

は「ビーンボーリング」をしました。皆さん初め

てなのにとても上手で、次から次へとストライク

が出ます。力が入り過ぎてボールが壁に当たり壊

れないかと心配で、途中からこたつ布団でカバー

をして思いっきりボールを投げられるようになり

一安心しました。『グラウンドゴルフもいいけど、

たまには違うゲームも楽しいね』と会員さんの感

想。ゲームの後は、世話人さんの手作り甘酒とお

菓子をいただきながら、あれやこれやとおしゃべ

りで楽しいひと時を過ごしました。これからも、

みんな仲良く楽しいサロンをずっと続けていきた

いです。

� （二神ふれあいサロン世話人）

よ～し

今度こそ

ストライクよ！

今日も一日楽しかったね

美味しい「もぐり」になったね。

2010（平成22）年３月 8

ふれあいサロン物語



こんにちは有留ふれあいサロンです

はじめまして!!甲田町長見山８区さくらサロンです

「有留ふれあいサロン」は向原町の有留地区多目的集会所で開いています。

詳しいことは　市社協向原支所　電話 �6-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

「長見山さくらサロン」は甲田町の８区集会所で開いています。

詳しいことは　市社協甲田支所　電話 �5-2
ふくしいちばん

9�1 までお問い合わせください。

　結成４年目になり、会員29名の大所帯です。家の中ばっかり居ると、井の中の蛙何とやら…。

サロンに入会して、月１回の集りが何より楽しみです。ワイワイ、ガヤガヤ…。年１回甲田中学

生がサロンに来てゲームや近況を聞かせてもらい楽しく半日を過ごすことができ、日頃のストレ

スもどこえやら、孫と一緒のようでとっても楽しかったです。

　次回の出逢いを楽しみに笑顔で別れ、明日に向かって、ファイト!!ファイト!!

� （長見山さくらサロン世話人）

　このたびは、みんなで「こんにゃく作り」をしました。今年で３年目になり段取りもだいぶん

上手になりました。

　こんにゃく玉は、自家用に栽培されている会員さんから提供していただきました。

　こんにゃくの作り方にも色々あるようですが、みんなで作った手作りの味が何よりですよね。

素朴な形と柔らかくて温かみのある風味は忘れられません。

　欠席された会員さんにもお届けし喜ばれました。� （有留ふれあいサロン世話人）

出来上がりが楽しみです お美味しくな～れ♪

手作りの「れい」に笑顔もこぼれ…どんな風に折るのかな…？
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お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表（0826）45-2
ふくしいちばん

941　直通（0826）45-5101

安芸高田市社会福祉協議会通所介護事業所

ボランティアグループとの交流
　２月１日（月）・３日（水）・５日（金）、安芸高田市社会福祉協議会通所介護事業所に、市内

で活躍されている中央銭太鼓ボランティア・もみじ会ボランティア・べにばな会ボランティアの

３グループの皆さんが訪問され、民謡や銭太鼓、大正琴などの演奏を披露していただきました。

　ボランティアの皆さんの華やかな衣装で、会場の雰囲気がとても明るくなり、利用者さんはボ

ランティアさんの演奏される音楽に合わせて、歌われたり手拍子されたりと、楽しく大変有意義

な時間を過ごされていました。

　このように通所介護事業所では、ボ

ランティアさんとの交流のほかにも、

季節に合わせた花見や紅葉狩り、クリ

スマス会などといった行事を行ってい

ます。また、送迎、入浴、食事、レク

リエーションをはじめ、手芸、口腔ケ

ア、運動機具を使ったパワーリハビリ

を行い利用者さんが元気で過ごせるよ

うお手伝いをしています。

　皆さんも通所介護事業所を利用して

楽しく元気になりませんか？

� （在宅福祉課）

艶やか

じゃね～

（*^^）v

わしらも

やりたいの～

ぴったり息が

あっとるね～♪
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弁護士相談（無料・予約受付先：市社協本所　総務課　☎ 45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約   ６名まで（１人 30 分程度）予約については、即日満席となる場合がございますので、ご了承く

ださい。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13�00� 1��00�00 � 1��0000 � 1��00� 1��001��00�0000

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合がありますので、詳
しくは市社協本所総務課へお問い合わせください。

市社協八千代支所 ５月 12日（水）

市社協美土里支所 ６月２日（水）

市社協高宮支所 ７月７日（水）

※市社協吉田支所開催�開催月の１日、8�30から予約受付（変更あり）
※市社協支所開催�開催前月の 15日、8�30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10�00� 15�00�00 � 15�0000 � 15�00� 15�0015�00�0000 ☎ 42-282�

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13�00� 15�00�00 � 15�0000 � 15�00� 15�0015�00�0000

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9�00� 12�00�00 � 12�0000 � 12�00� 12�0012�00�0000

市 社 協 高 宮 支 所 15　日 9�00� 12�00�00 � 12�0000 � 12�00� 12�0012�00�0000

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13�30� 15�30�30 � 15�3030 � 15�30� 15�3015�30�3030

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9�00� 11�00�00 � 11�0000 � 11�00� 11�0011�00�0000

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

４月 22日（木）2日（木）日（木）木）） 13�30� 1��00�30 � 1��0030 � 1��00� 1��001��00�0000 情報交換 美土里山村開発センター

５月 2�日（水） 10�30� 14�00 花見に行こう！ 湧永庭園

６月 1�日（木）1�日（木）日（木） 13�30� 1��00�30 � 1��0030 � 1��00� 1��001��00�0000 絵手紙を描こう！ 美土里山村開発センター

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎ 57-2
ふくしいちばん

941）

４月 15日（木）

13�30� 15�30 おしゃべり、レクリエーション たかみや人権会館５月 20日（木）

６月 1�日（木）

■ふれあい塾（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎ 59-2
ふくしいちばん

941）

４／ 20（火）・５／ 25（火）・６／ 15（火） ９�30� 12�00 美土里山村開発センター

ふれあい塾とは……日常生活において、調理を必要とする状況の男性の方を対象に、食生活改善推進員の協力を得て、
自立支援・食の改善のための調理実習等を行なっています。
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
�平成21年12月21日～平成22年２月20日受付分（敬称略）
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